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バンダイナムコゲームスとセガ 
アミューズメント用ゲーム機における ICカードシステムを相互利用 

 

 

 

 

 

 株式会社バンダイナムコゲームスは、株式会社セガと、アミューズメント用ゲーム機に使用する IC カードシス

テムの相互乗り入れをはかります。両社が独自に開発を進めてきたアミューズメントゲーム機用ICカードを、両

社のゲーム機で使用することが可能になり、プレイヤーの利便性向上につなげます。バンダイナムコゲームス

では、来年以降発売予定のインターネット接続可能なゲーム機での対応を予定しています。 

  

 

【バンダイナムコゲームス、新カードシステム特徴】 

◆ 1 枚のカードで複数のゲームのデータを保存することが可能です。 

従来のカードを利用するタイプのゲームでは、ゲーム機ごとに専用カードがあり、また、使用するキャラク

ターごとにカードが必要でしたが、新しいカードシステムでは、１枚のカードで対応機種のすべてのゲー

ムのデータを保存することができます。カードを１枚所持していれば、新製品や初めてプレイするゲーム

でも、新たにカードを購入する必要もなく、今まで持ち歩いていた複数のカードを１枚に集約でき、プレイ

ヤーの利便性が向上します。 

また、ゲームごとに完結していたデータを関連付けることも可能になり、今までにない楽しみやサービス

も提供できます。今後は、アミューズメント施設におけるサービスにとどまらず、音楽や映像など、業界の

枠を超えたエンターテインメントとの連携も視野に展開していきます。 

 

◆ 株式会社セガのカードシステムとの相互使用も可能に 

現在株式会社セガが開発中のカードシステム『Aime』(アイミー)と相互使用が可能です※。 

プレイヤーは、どちらか1枚のカードを持っていれば、両社のゲーム機のデータを保存することができます。

※相互使用の開始時期については未定です。 

  

◆ カードの故障や紛失時に再発行が容易に 

専用サイトでカード登録をすれば、カード故障や紛失の際のデータ復元も容易にできます。 

 
※記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
※プレスリリースの情報は発表日現在のものです。発表後予告なしに内容を変更することがあります。あらかじめご了承ください。 
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